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１．計画実現の体制 
 

関係各課が、市民、スポーツ関連団体、スポーツ指導者、専門家（スポーツ、医療など）、民間企

業などと、連携、意見徴収、協力支援の体制を構築し、各施策、具体的な施策を実施していくことに

よって、本計画の基本目標、計画の指標の達成に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、目標の達成に必要な具体的な取組を明らかにし、市民ニーズや時代の変化等に柔軟に対応す

ることを目的として、本計画に基づく事業計画を作成します。危険性や緊急性、他の事業と複合的に

行うことでの効果の高さなどから優先順位を付け、効率的な推進を図っていきます。 

 

 

２．計画の評価 
 

事業計画は３年毎に見直すこととしますが、事業計画期間内であっても必要に応じて、市川市スポ

ーツ振興審議会に諮問し、計画の目標、指標、施策の見直しを行います。 

 

 

平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 

     

 

 

     

 

          

 

 

 

 

 

章 計画の実現に向けて 7 
 

＜  計  画  期  間  ＞ 

 

第一次事業計画 

 

第二次事業計画 

 

第三次事業計画 

評
価
・
見
直
し 

評
価
・
見
直
し 


